
～ご挨拶（小島より）～
１２月師走となりました。今年最後のＫＡＴＥＫＹＯＮＥＷＳとなります。ご
査収いただきありがとうございます。いよいよ、年明けには受験シーズンが到
来します。学習面で、今まで培ってきたものは、確実に自分の肥やし（知識）
になっております。来年も今年以上に飛躍できる年となるようにしてください。
また、数多ある教育ツールの中で、カテキヨーを選んでいただきありがとうご
ざいます。来年もどうぞよろしくお願いいたします。

来月の事務局情報

【新規生体験パック】
〇お手頃コース登場！！
〇９０分×２回授業⇒１.１万円パック
〇６０分無料体験実施中
※本契約後体験と同じ先生で授業を継続いたします。
【吉澤先生による新鹿沼駅前校限定中３グループレッスン開講中】
〇毎週水曜日理科・社会 ２０時～２０時５０分
【中３下野模試】
〇１月２０日土曜日（解説授業申込制）
【その他】
〇推薦受験者フォロー中（面接演習・志望理由書添削・小論文添削）
〇新規生紹介ＣＰ通年実施中
〇個別進路相談受付中

【国立大学６割に「地域枠」】前号の内容の続きとなります。
「地域枠」は、若者の首都圏への流出を食い止めたい地元と、優秀な学生を
確保したい大学の思惑が一致した取り組みと言えます。特に、過疎地での医
師不足が懸念される『医学部』と教員不足が深刻化している『教育学部』が
率先して「地域枠」を設けています（医学系学部３７／４２大学、教員養成
系学部１８／４５大学）。また、それ以外にも岩手大学農学部共同獣医学
科・金沢大学融合学域観光デザイン学類・島根大学全７学部・三重大学生物
資源学部・高知大学農林海洋科学部などで「地域枠」の受験方式を採用され
てます（広島大学情報科学部・三重大学資源学部も導入予定）。地域枠受験
のメリットとしては、共通テストで一定の水準を超えれば、個別の学力試験
がなく、小論文や面接のみで受験できる場合があります。今後も、地方の各
大学で、このような流れが加速するものと思います。大学の地元で一定期間
働くことなどを条件にする場合があるため、受験前に、ご家庭で話し合いを
し、決断する必要はあるかと思います。ただし、条件を満たせば、国公立大
学合格につなげやすくなることは明白であります。


